
どんな職員が働いているの？

2023年4月末現在

人数
（常勤換算数）

職種

15.9医師

111.2看護師・保健師

5.0薬剤師

6.0診療放射線技師

5.7臨床検査技師

18.6理学療法士・作業療法士・言語聴覚士

1.0管理栄養士

12.0介護福祉士

4.9社会福祉士・精神保健福祉士

53.4事務

19.0看護助手等 その他の職員

255.7合計



急性期から自宅に帰るまでをフォロー

当院の守備範囲



機能別の病棟で
治療から療養までサポート

３階病棟は、急性期入院を担当。
４階病棟は、地域包括ケア病棟です。
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どんな患者が入院している？

腎臓又は尿路感染症

心不全
誤嚥性肺炎

肺炎
貧血

憩室炎

胆のう炎

胃十二指腸潰瘍

胃腸炎

脳梗塞

膿皮症

糖尿病

睡眠時無呼吸ウイルス性腸炎

その他

内科2022年度：患者件数
ｎ=771
（DPCデータの主病）



どんな患者が入院している？

大腿骨頚部骨折

大腸ポリープ
腰椎骨折

腸閉塞

鼠径ヘルニア

肋骨骨折

憩室炎

その他

外科
2022年度：患者件数
ｎ=168（DPCデータの主病）



どんな患者が入院している？

膝関節症

四肢筋腱損傷

前腕骨折

股関節・大腿骨

近位の骨折

鎖骨・肩甲骨骨折

上肢神経麻痺
肘・膝の外傷

その他外傷

股関節症

その他

整形外科 2022年度：患者件数
ｎ=367
（DPCデータの主病）



どんな患者が入院している？

斜視

食物アレルギー

急性気管支炎喘息

その他

小児科
2022年度：患者件数
ｎ=29
（DPCデータの主病）



高齢者の入院が多い
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病棟別入院患者延べ数
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科別入院患者延べ数
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外来の特徴（科別延べ患者数）

内科

振動病

外科

整形

小児

精神

在宅
精神科デイケア

2022年度：延べ患者数
ｎ=79,968



二次救急で地域医療に貢献
松山市の出動救急車の約4.5％を受入

患者数

救急車搬入件数
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松山市の救急車出場件数 松山市火災・救急・救助統計より

24,63223,96924,55026,73025,652


